















Curriculum Management for creating ‘authentic studies’: teaching a basis of sciences and arts 
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が鳴く “ かあ、やっぱりこれも悲しみの ” 余いん “ み
たいものを表わしているんだろうなあ。）
感情については、こんなふうに考えてみました。










































































“ うらのまー ” で声を大きくし、それだけが響い
てきこえたとき、目がしらが熱くなって涙が出てき





















































これからも、“ 五つ木の子守歌 ” を、自分の歌として、
歌っていくことだろうと思います。」と結ばれている。
₅．全教科の「総合」としての合唱
巨摩中学校の₅人の生徒が分担して書いたものを
まとめた文章「学級合唱『母なるボルガを下りて』を
つくるまで」（『中学校　現代の国語　₁　新版』三
省堂　昭和53（1978）年度版に掲載。初出は、日本作
文の会『作文と教育』1975年₇月号）は、巨摩中学校
の合唱が各教科の学習の「総合」であることを示すも
のである。
合唱曲の「主題」にせまるために、「母なるボルガ」
の意味を、地理、歴史、国語の面から調べ、表現すべ
き感情を明確にしていった。その過程が詳しく記され
ている。
歌には、主題というものがある。それがわから
なくては、歌ったって何もわからない。そこで、こ
の主題を見つけ出すために、イメージ作りなるもの
をやった。
まず、司会が言った。
「ええと、この歌の主題について何か。」
すると答える。
「ボルガ川のこと。」
また、それについても言う。
「もっとくわしく言え。」
「それよりボルガ川ってなんだ。」
「よし、ほんじゃ〈それでは〉わたしが調べてき
てやらあ。」
というわけで、洋と浩二が図書館に調べに行っ
た。その間、教室では、「ボルガ川の何を歌ってい
るのか」について話し合いを続けていた。しばらく
して、洋と浩二が事典ごと持って来たので、司会が
それを読み上げた。
「ソビエト連邦、ヨーロッパ−ロシア地方の大河。
ヨーロッパ最大の川で、長さ三千七百キロ。流域面
積百三十八万平方キロ（ヨーロッパ−ロシア部分の
三分の一に当たる。）初め、標高約三百二十メート
ルの、バルダイ丘陵から流れ落ち、オカ川を合わせ
てからは、右岸が高く、左岸が低地という特色をも
つ。カマ川を合わせてからは下流の性質を持ち、河
口に、長大な三角州を作って、カスピ海に流入して
終わる……。」
そして読み終わると、そのことについて言い合
うのだ。
「三千七百キロと言われても、イメージになら
ん。」
すると、「日本の長さはいくらだ。」という声がし
た。と、ふだんから地理にくわしい茂一君が言った。
「待てよ、ええと、大体二千四百キロくらいじゃ
ない？」
それで、ボルガ川の様子についてはわかった。
その様子のどんなところを歌っているかが問題
だ。それを見つけるために、前に、音楽の先生に言
われたことがあったので、歌詞だけでなく、曲想に
もそって考えていくことにした。
基樹君が言った。
「ええと、『母なるボルガを下りて』というから、
ボルガ川の上から下までの様子だと思う。だから初
めは、曲想でも、出だしはバスだけで、次にテノー
ル、女子と入ってくるように、水が少しずつ集まっ
てくる様子を表しているので、上流は大きくない
が、やがて大きくなって、バルダイ丘陵から流れ落
ち、となっているんだから、そこからが『あら波さ
か巻く』のところでもり上がる。ゆっくりとなって
くるのは、カマ川を合わせてからの下流の性質を持
つ、というとこら辺だ。」
それで、どこを歌のいちばんもり上がるところ
にするかがわかった。しかし、縮めると、こう短く
まとめられるだけのことで、実際のイメージ作り
は、そう簡単にはできなかった。何日も何日も時が
かかった。一つの結論を出すまでに、いろいろの意
見のぶつかり合いがあるからだ。実行委員でさえ、
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予定が進まなくて、いらいらする。その上、調べる
ものが難しかったのだ。特に、「母なるボルガを下
りて」の「母なる」がわからなかった。そんな時は、
授業のための準備もあるし、クラブなどもあるの
で、朝早く来たり、昼休みを使ったり、放課後クラ
ブのない人がやったりした。
「母なる」となぜそう言われるか。それは、前に
一回、マチュシカ−ボルガのマチュシカが「母なる」
の意味で、交通を便利にし、人々を結びつけてくれ
たから、とあげられたことがあった。しかし、みん
な、それだけでは不満だった。（そんなささいなこ
とで、「母なる」なんて呼ばれるものか。）と思った
からだ。例えば、「母なる新幹線」なんて聞かないし。
そこで、なぜ、「母なる」と言われたかが、また
問題になり、
「水をあたえてくれたから。」
「作物がそこら辺でよく育ったから。」
という理由も考えて出し合った。しかし、実際
としてどうかは、わからなかった。そこで調べ直す
ことになった。
この調べ方には、二種類あって、一つは、音楽
の本で歌全体を調べる方法であり、もう一つは、事
典でボルガ川から調べる方法だ。しかし、この場合、
音楽の本には残念ながらひと言ものっていなかっ
た。だが、事典には、長さが何メートル、運河がど
うだ、ということしかのっていない。それで、ボル
ガ川という引き方がいけないんじゃないかと思い、
「母なるボルガを下りて」という作品名、ボルガ川、
マチュシカ−ボルガ、ソビエトを引いて、という調
べ方を事典という事典に当てはめて調べてみた。ま
たそうやっていくと、「このボルガ川はロシアの母
という名で親しまれ。」と、新しい呼び名が出てき
たりする。その名でまた、調べ返すのだ。その上、
ソビエトの章には、新聞の活字ぐらいの大きさで、
十ページほど書いてある。それを片っぱしから、ど
こにのっているかと読まなくてはいけない。
そんなことをやっていると、ある日、うまいこ
とに事典の総索引に、母なるボルガ―二十四巻××
ページと出ていたのを見つけた。（これこそ天の助
け）とばかりに、それと同じシリーズの二十四巻を
さがした。しかし、ない。で、（だれかが借りたの
かな。でも事典だから組で借りたんだろう。）と組
の貸し出しノートを端からめくり、そのシリーズの
ある組へととんで行った。（もし、家に持って行か
れてたら、どこの家だろうと行ってやるぞ。）と言
わんばかりだった。が、その組にあったのは違う本
だった。
（古くなったので、しまってあるんだ。）と思って、
図書館の先生に声をはずませて聞いてみた。
「先生、これの二十四巻ないでしょうか。」と、
「ええ、ないっさ。だれかが持ってってそれっき
りさ。」
そう答えられ、がっくりきて、また頭にきて、（わ
たしが今度本を借りたら、絶対に期限の日までに
は、返すぞ！）と心にちかったこともあった。
とにかく、そんなふうにして調べていくうちに、
机の上や周りは、事典や、地理の本や、歴史の本で
いっぱいになってしまうのだ。気がついた時には、
外は暗くなっていて、六時を過ぎてしまう。そんな
毎日だった。
また、それも、楽しみ（生きがい？）の一つだった。
それでもわからないので、音楽の先生にたずね
たりもした。
で、わたしたちは、「母なる」とは、ロシアの歴
史を育ててくれたり、稲を実らせ、あるいは魚をと
らせ、もちろん、交通を便利にしてくれたりして、
生活を豊かにしたので、愛着・尊敬の意味をこめて
川をよぶことばだ、ということを知った。アムール
川は、ロシアの境にあって、敵を来られなくするの
で、ロシアの父、と呼ばれる、ということも教わっ
た。
この歌は、ボルガ川の上から下までの様子を、「あ
ら波さか巻く」のところを、歌の山として、勇壮に
歌い上げるのだが、その裏にある、母なると呼ばれ
るこの川への愛着・尊敬も、歌い上げなければなら
ないものだとも、わかったのだった。
「指揮」については、国語での文章の読解と音楽で
のイメージ作りとの違いに気づき、「体で表現する」
ことを意識する。
「母なるボルガを下りて」を学級でつくることに
決まった時、指揮をしてみたいという立候補者が三
人いた。三人とも、それぞれ表現のしかたが違うか
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ら、その中からいちばんイメージにぴったりして、
みんなが歌いやすい指揮者を選ぶのだ。だから初め
はこわい気もしたけど、どうしても「母なるボルガ
を下りて」指揮をしたかったから、降りないで自分
の力をぶっつけた。歌というものは最終的には指揮
で決まると言う。だから、指揮者がつくらない歌な
んて、全然と言っていいほどもり上がらないのだ。
わたしは、指揮者になった限り、みんな以上に
つくっていこうと決心した。
この歌は、非常に大きく、豊かに流れるボルガ
川のことを歌っている。だから出だしを弱くして、
順に大きく、強く、あらしのようになっていって、
また静まる。こういうふうに歌っていく中にも、ボ
ルガ川の雄大さを歌わなければならないのだ。
わたしは、そういうふうに歌ってもらうために
は、どのように指揮をしたらよいか考えた。まず出
だしは弱いからと言って、小さく歌ってしまった
ら、軽っぽくて豊かな流れでなくなってしまう。だ
から弱くても、だらだらしないように、重重しくふ
ろう。そのためには、手先だけでなく、体を使って
表現しよう。次の（豊かな流れ……）のバスから出
るところは、初めの出だしより強くして、女子がそ
こへ出てくるからますます大きくなって、その調子
で（あら波さか巻く……）へ持っていきたい。だか
らそこは、だんだん、だんだん大きくなっていかな
ければ、あら波がさか巻けない。そのためには指揮
はどうしたらよいのだろう。バスの出るところは、
最初より強くふって、女子の出てくるところは、手
をいっぱいにふって、両方の手と、体と、表情と
で、なんとかやってみよう。そして（あら波さか巻
く……）の男子だけのところはボルガ川がうねって
いるところだから、のび上がって、手をするどく
回したり、表情をつけたりすれば、できるだろう。
そしてさらに女子が入って来て、フォルテシモにな
る。ここまでは強いから、あまり流れるようにはふ
らなくてもよいが、次からは今度また、おだやかに
なるから流れるようにしなければならない。流れる
ようにふるのは、強いところより難しい。だって体
をもっとやわらかくしなければ、手についていけな
いからだ。だからと言って、腕だけでなめらかさを
表すのは無理だ。
初めは、なんとなく体を動かすのができなかっ
た。それはきっとわたしの心の中に、「はずかしい。」
という気持ちがあったからだと思う。でも今では、
はずかしいどころか、そういうふうにしない指揮の
ほうが見てておかしい。いつからこう思うように
なったかわからない。しかし体を使えるようになる
までには、時間がかかったし、勇気も必要だったこ
とは覚えている。そして毎日、鏡の前に立って練習
したことも……。このようにしてわたしは（波間に
……）というところがやっとできるようになった。
最後のテノールが歌うところは、出だしのバス
と同じように弱くても、しっかり歌わなければなら
ない。だから強いところ以上に神経を使って、てい
ねいに指揮をすることに心がけた。
わたしは、この歌の指揮をして、体を使って指
揮をするということはどういうことかを知った。例
えば国語の時間、文学を読む時には、一つ一つのこ
とば、一つ一つの文をたんねんに読んでいくことに
よって、そこに書かれている内容を自分の頭の中に
イメージしていけば、読めたことになる。しかし、
指揮はちょっとそれだけではできない。確かに、国
語の時間のようにイメージを作る。それは歌詞や曲
からどういうイメージかということを見つけ出す。
しかしそれだけやったのでは指揮はできない。指揮
者にとっていちばん重要なのは、頭の中に描いてい
るイメージや主題を深く読み取っていなければで
きないし、また、いくら深く読み取っていても、そ
れを体で自由に表現できなければなんにもならな
い。こういうことをわたしは、この「母なるボルガ
を下りて」の指揮をして初めて知った。
₆．おわりに―巨摩中学校の合唱から学ぶ
巨摩中学校の合唱は、全教科の学習で得た知識・技
能を総合して、表現するものであった。歌詞の解釈で
文学の読解力や言語の知識が働き、歴史の知識を深め
ることになる。楽譜の構造をとらえるには、数学や理
科の知識が要る。体育の学習が身体を楽器とする歌唱
にいきる。さらに、歌唱による表現を追求する過程と
そこでの心の動きを文章で書くことにより、合唱・独
唱を創る方法を自覚し、省察し、習得できる。
また、教科の学習にとどまらず、学級を生活集団と
しても高め、実質のある生活指導にもつながった。生
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〈付記〉
・本文中では、当時の巨摩中学校の関係者（教師、生徒、
研究協力者など）について敬称略とした。
・巨摩中学校の合唱指導を担った、埴原美枝子先生に
は、当時の貴重な資料の提供、当時の教育について
の証言など、多大なお力添えをいただきました。心
より感謝申し上げます。
（令和₂年₉月30日受理）
涯を通して合唱を楽しむ卒業生が多く、「学びに向か
う力」が形成されている。
巨摩中学校では、歌唱の追求が、音楽の枠を超えて、
国語、地理、歴史、体育などの学習と結びつき、各教
科が「総合」された。一方で、音楽の学習が他の教科
と結びつくとともに、各教科の学習と関係づけながら、
音楽の見方・考え方も着実に培われた。この事実は、
各教科の学習を結び付けて生徒の資質・能力を伸ばす、
カリキュラム・マネジメントの指針となる。
追求のしがいのある楽曲の選定といった教材研究、
音楽の基礎的な知識・技能をわかりやすく教える指導
方法の工夫、合唱に打ち込む集団の組織にむけた生徒
への働きかけなど、教師の卓抜の指導力が「真正の学
び」を生み出した。根底には、合唱の質の追求を超えて、
合唱で自分を表現できる生徒の育成を目指した、教師
の教育への熱意と豊かな知見がある。
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